














【要約】 

高知県では昭和 62年 7 月より ATL のキャリア率が高率の地域をモデル地区とし、ATL 母子

感染防止モデル事業を実施し、さらに平成 2年 8月かち高知全県下に拡大した。このモデ

ル事業でのキャリアから出生した児の哺乳方法で母乳を選択した症例は3/101 例(3.0%)と

少なく、ほとんどが人工乳保育となった。12 ヵ月以上フォローできた人工乳哺育児での垂

直感染率は 5/72 例(6.9%)でこれまで報告されている母乳哺育児の垂直感染率より低率で

あり、この感染経路としては胎内感染が推察された。垂直感染が確認された時期は 1歳よ

り最長1歳6カ月であった。垂直感染となったATLキャリア母親のEIA法による抗体価は、

カットオフインデックスで 5以上の高抗体価群にのみ認められた。 


